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長野県松本高等女学校における卒業生の進路

烏田直哉 *

はじめに

本報告では、長野県松本高等女学校 1）を対象に、その卒業生進路を検討する。
本研究に関わる先行研究については、拙稿「長野県長野高等女学校における卒業生の進路」2）に示し

てある通りである。
松本高女は、当初、「松本町立高等女学校」として誕生した 3）。明治 28（1895）年、高等女学校規程

が公布され、その後、明治 32 年に高等女学校令が公布された。その第 2 条で「北海道及府県ニ於テハ
高等女学校ヲ設置スヘシ」、第 3 条で「前条ノ高等女学校ノ経費ハ北海道及沖縄県ヲ除ク外府県ノ負担
トス」と定められた。また、第 5 条では「郡市町村立ノ高等女学校ニシテ府県立高等女学校ニ代用スル
ニ足ルヘキモノアルトキハ地方長官ニ於テ文部大臣ノ認可ヲ受ケ府県費ヲ以テ相当ノ補助ヲ与ヘ第二条
ノ設置ニ代フルコトヲ得」と定められた。これをうけ、長野県では臨時県会において、長野、松本、上田、
飯田の 4 か所に高等女学校を設置する方針をかためた。しかし、その設置者について、「管理上も経済
上も行き届きかねる」4）ため、しばらくは県立高等女学校を設けず、高等女学校令第 5 条を適用した「県
立代用」の高等女学校が設けられた。明治 33 年 4 月、長野市立高等女学校を県立に代用することとなり、
さらに翌 34 年 4 月には松本町立高等女学校、郡立上田高等女学校、郡立下伊那高等女学校が開校した。
松本高女には「県立代用」の文字が冠されていた。明治 40 年には、「長野県市立松本高等女学校」と改
称され、明治 42 年には、県立代用であった長野、松本、上田、飯田の 4 高女は県立に移管された 5）。

本稿では、旧開智学校や松本市歴史の里所蔵、あるいは筆者が収集した、松本高女同窓会発行の、『報
告書』や『会員名簿』などの記載内容に基づいて、同校本科卒業者の進路について分析する 6）。高等女
学校の場合、同窓会名簿の進学先名称が記載されないことが多い。従って、卒業後直近 3 年ほどの情報
に依拠する。

1．全国的にみた松本高女卒業生の進路

まず、全国的にみた松本高女卒業生の進路について検討する。【図表 1】は、文部省普通学務局編『全
国高 等 女 学 校

実科高等女学校ニ関スル諸調査』から作成した、1915（大正 4）年から 1938（昭和 13）年の卒業後の進路を
示したものである。卒業者数に占める進学者や就職者などの比率を示している。「更ニ学校ニ入リタル
モノ」の比率について見ると、この間、松本高女において、4 時点を除き、全国平均に比べて高い値をとっ
ている。また、長野高女と比べても、21 時点のうち 13 時点で高い値をとっている。「教員トナリタル
モノ」の比率は 0％の年がほとんどである。

こうした上級学校などへの進学を説明する一つに、親の職業が以前から指摘されている。『長野県教
育史』では、「地域の社会構造」7）と女子中等教育の要望との関係について、「公務自由業層を中心と
する新中間層は、より強く高等女学校の方を志向していたとみられる」8）と記述されている。【図表 2】
の通り、大正 9 年度の松本高女入学者の親の職業をみると、「公務自由業」が長野高女のおよそ半数で
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ある。それにもかかわらず、松本高女では、「更ニ学校ニ入リタルモノ」が長野高女とほぼ拮抗する、
むしろ上回る年が多いことは注目すべき点であると考える。

では、具体的にどのような進路をたどったのであろうか。『長野県統計書』などからも、高女卒業者
の進路について状況を把握できるが、これについては割愛し、本稿では松本高女同窓会が発行した『同
窓会報告書』や『会員名簿』を用いて、その記載内容から具体的な進路について検討する。

明治期の卒業生進路については、松本高等女学校同窓会編『第四回自三十八年五月
至三十九年四月報告書』（明治 39 年 7 月、

旧開智学校蔵）、同『第十一回自大正元年八月
至大正二年七月報告書』（大正 2 年 8 月）の記載内容から検討する。大正、昭和

期の進路については、長野県松本高等女学校同窓会編『会員名簿』を用いる。
卒業後の進路に関する情報を『報告書』や『会員名簿』から収集し、整理したものが【図表 3】である。

発行後数年を経過した卒業生になると、『報告書』『会員名簿』に、卒業直後の状況が記載されなくなる

【図表１】高等女学校卒業者の進路（卒業者数に占める比率）

【図表２】「高等女学校・実科高等女学校入学者の父兄職業別（大正 9 年度）」
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例が多い。例えば明治 39 年の報告書の記載内容を見ると、明治 39 年卒業者については補習科へ進んだ
者が 43 名となっているが、明治 35 年の卒業生は 1 名、36 年は 0 である。後にも述べるが、補習科進
学を経て小学校教員となったというケースもあった。【図表 3】の網掛けの部分に着目すると、おおよ
その時系列変化を捉えることができる。

2．明治期

（1）明治 35年～明治39年
明治期の具体的な進路について検討する。【図表 4】【図表 5】は、明治 35 年第 1 回卒業生から同 39

年第 5 回卒業生の進学先、勤務先を示したものである。明治 39 年発行の『第四回自三十八年五月
至三十九年四月報告書』（明

治 39 年 7 月、旧開智学校蔵）中、「会員の動静（五十音順）」から作成した。「会員の動静」には、卒業
年・学科ごとに氏名と若干の近況が掲載されている。

進学、あるいはその他の教育機関へ進んだことが記載してあったものが計 140 例あり、そのうち 8 割
近くの 110 例が「補習第一学年」などの記載、すなわち松本高女の補習科である。明治 39 年卒業者で
43 名（卒業生 83 名のうち 51.8％）、明治 38 年卒業者で 38 名（卒業生 76 名のうち 50.0％）、明治 37 年
卒業者で 28 名（卒業生 68 名のうち 41.2％）を確認できた。「三月補習科修了上伊那郡宮田小学校在勤」9）、

【図表 3】同窓会報告書、会員名簿にみられる卒業後の進路



17

東海学園大学教育研究紀要　第 8 号

「三月補習科修了結婚せられました」10）など、補習科を経て小学校教員になったケース、あるいは補習
科を経て結婚したケースも「高女専攻科・補習科等」に分類した。以下の記述にみられるように、補習
科へ進んだ後、小学校教員として勤めたケースが複数みられた。皆、明治 37 年 3 月本科卒業生である。

三月補習科修了上伊那郡宮田小学校在勤
三月補習科修了上川手小学校に在勤
三月補習科修了上伊那郡宮田小学校に在勤
三月補習科修了会田小学校に在勤
結婚せられました
三月補習科修了北安曇郡七貴小学
校に在勤
三月補習科修了中山小学校に在勤
三月補習科修了山形村竹川区の小
学校に在勤
三月補習科修了、松本小学校に在
勤 11）

補習科について、『長野県教育史』
によると、「本科卒業後家庭婦人の養
成を主目的とする課程」12）として設
置されていたと記述されている。本科
卒業生が上級学校進学を目指す際の受
験準備という意味もあった。また、補
習科の 2 年を終えると教員免許状が得
られた 13）。

【図表 4】明治 35-39 年本科卒　進学先

【図表 5】明治 35-39 年本科卒　勤務先
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しかし補習科はその後、半途退学者が多いことなどから、大正 13 年 1 月 16 日の県令により、修業年
限を 2 年から 1 年に短縮されている。さらに、補習科の「教育効果も疑問とみる県当局」14）は、大正
13 年の長野、松本、上田高女への専攻科設置とともに補習科を廃止した 15）。

専門学校等へ進学した者は 9 名であった。うち、6 名は日本女子大学校へ進学している。その他も皆、
東京府へ進学した 16）。

また、「四月トシヨンレースを修了し目下上田にてバテンレース修業中」17）などの記載が 10 例認め
られた。おそらく、以下に示す、松本高女の「女子高等講習会」などかと思われる。

自三十八年五月
至三十九年四月記事

（中略）
母校に於ける女子高等講習会には毎度多くの会員が参られます三十八年四月の割烹（山下先生）には
同窓会員にて入会せしもの三十一名遊戯体操（知久先生大岩先生）には十一名、三十八年六月の刺
繍（植木先生金

（ママ）

には三十八名中十六名、楽器使用法（豊島先生）には十一名三十九年一月の刺繍に
は三十名、摘み細工（古谷先生）には三十四名参られました今后益々多数参られん事を望みます 18）

（2）明治 44年～大正2年
【図表 6】【図表 7】は、明治44 年

から大正 2 年の進路である。『第
十一回自大正元年八月

至大正二年七月報告書』（大正2年 8
月）の中の、「会員動静（五十音順）」
から卒業後の進学先を整理した。

依然として最も多いのは、松本
高女補習科進学者であり、通算し
て 43 名であった。この報告書発
行直後の大正 2 年卒業者をみる
と 33 名（卒業生 116 名の 28.4％）
であったが、明治 44 年卒業生に
はいない。卒業後、数年を経て、
補習科等への進学が記載されな
くなったためと思われる。【図表
7】の通り、明治 44 年卒業者は小
学校や幼稚園の教員となってい
るが、大正 2 年卒業生には勤務先
に関する記載はなかった。

なお、この頃から師範学校第二
部への進学者が見られる。松本女
子師範学校は明治 38 年に開校さ
れている 19）。

【図表 7】明治 44- 大正 2 年本科卒　勤務先

【図表 6】明治 44- 大正 2 年本科卒　進学先
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3．大正・昭和期

次に大正・昭和期の進路についてである。大正期以降の進路については、長野県松本高等女学校同窓
会編『会員名簿』から検討する。大正期には、高等女学校卒業直後に小学校教員になる者は少なく、ま
た、松本女子師範学校第二部が設置されたとは言え、「非常に狭き門」であった。『長野県蟻ケ崎高等学
校百年史』に以下のような記述がある。

大正五年頃から、小学校教員への就職が著しく減少した（中略）この直接的原因は、松本女子師範
第二部の設置により、高女新卒者からの小学校教員採用が極端に減ったためであるが、女子師範第
二部への入学難もあって、小学校教員への志望自体が急激に減少していったということもあった 20）

（前略）実質的な高女の上級学校として、松本女子師範学校の二部と、同校に附設された臨時教員
養成所があり、主として高女卒業生を収容し小学校本科正教員の養成をしていたが、それらは非常
に狭き門であって、女子師範二部の如きは定員四〇名に対し志願者は三倍強の一三五名（大正一三
年度）にも上っていた。21）

（1）大正 6年～大正7年
【図表 8】【図表 9】は、長野県立松本高等女学校同窓会編『大正八年三月　同窓会会員名簿　附索引』

（大正 8 年 5 月）から分かる、大正 6、7 年卒業者の進学先、勤務先を示したものである。やはりこの時
期にも補習科進学者が 24 名と最多であった。専門学校進学者をみると、日本女子大学校や東京女子医
専に数名ずつ進んでいることが分かる。

勤務先が分かったのは、【図表 9】に示した通り 12 名であり、多くは「上伊那郡伊那町小学校在勤」「上
伊那郡宮田小学校在勤」「上川手小学校在勤」「新村小学校在勤」「東筑摩郡山形小学校在学」「東筑摩郡
島立小学校在勤」「同郡本郷小学校在勤」（以上、大正 6 年卒）など、小学校教員となっている。その他、

「花輪病院内」「片倉組大分製糸所」（大正 6 年卒）などの記載が見られた。

（2）大正 9年～大正11年
【図表 10】は大正 9 年から11年の進学先を示したものである。長野県松本高等女学校同窓会編『会員名簿

【図表 8】大正 6-7 年本科卒　進学先  【図表 9】大正 6-7 年本科卒　勤務先
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（大正十一年
九　　　月）』から作成した、卒業後の進学
先である。大正 11 年の卒業者数は157
名であるが、そのうち42 名・26.7％に「補
一」との記載があった。3 名は「山脇女
学校専攻科在学」との記載であった。

勤務先についてはわずか 2 例であり、
図表に示していないが、両名とも「上伊
那郡赤穂小学校在勤」との記載があった。

他の年代の同窓会報告書や会員名簿
では、卒業後、数年を経ると就職者が多
くなっているが、大正 11 年のこの名簿
からはそのような動きがみられなかった。

（3）大正 13年～大正15年
【図表 11】【図表 12】は大正 13 年か

ら 15 年の進学先、勤務先を示したも
のである。【図表 11】は、大正 15 年発
行の『会員名簿』から作成した進学先
である。この時期には、補習科が廃止
され、大正 13 年に専攻科が設置され
ている。大正 12 年の通常県会におい
て専攻科設置が決定し、翌大正 13 年 4
月から、長野、松本、上田高女に 3 年
制の専攻科が設けられた 22）。専攻科設
置の意図として、「東京方面で修学中
の者が一二〇人という女子の向学心」
に応えること、あるいは「将来の教員
資格取得」23）を目指したことなどが『長
野県教育 史』には記述されている。

また、長野県内には、「高等女学校
卒業後の県内教育機関としては、補習
科を除くと松本女子師範学校第二部と
同校付属臨時教員養成所が存在するの
みであった」24）という状況であった。
こうして、長野高女に国語科、松本高
女に家事科、上田高女に裁縫科の専攻
科が 1 学級ずつ設置され、それぞれ
40 名を募集した 25）。ただ、長野高女
については、中等学校教員資格が文部
省から認められず、昭和 4 年に長野県
女子専門学校（文科）が新たに設置さ
れた 26）。

【図表 10】大正 9-11 年本科卒　進学先

【図表 11】大正 13-15 年本科卒　進学先
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このような状況から、松本高女専攻科へ進んだ者が通算して 75 名と最も多くなっており、大正 15 年
は26名、卒業生182名の14.3％を占めている。ついで、
松本女子師範学校第二部へ進んだ者が同じく 14 名、
卒業生全体の 7.7％である。専門学校へ進む者は依
然として少なく、最も多い日本女子大学校で 7 名で
あった。

先に述べた通り、専攻科は将来教員になる者のた
めに設けられた一面もあったのであるが、大正 13
年卒業者で教員となった者は、【図表 12】の通り、5
名にとどまっている。

4．昭和期

（1）昭和 2年～昭和4年
【図表 13】は長野県松本高等女学校

同窓会編『会員名簿（昭和四年
十 二 月）』（昭和 4

年 12 月）の情報から得た、昭和 2 年・
第 26 回卒業生から昭和 4 年・第 28 回
卒業生の卒業後の進学先である。やは
り、この時期も最も多かったのは松本
高女専攻科であり通算で 51 名を確認
することができたが、例えば昭和 4 年
の卒業生 238 名のうち専攻科と確認で
きたのは 17 名・7.1％である。また、
同じく松本女子師範学校第二部へ進ん
だ者は 9 名、通算して 17 名となって
いる。専門学校では、前と同じく日本
女子大学校が 6 名と最多であった。昭
和 4 年に長野女子専門学校が設置され
たが、通算しても3 名と僅かであった。

図表には示していないが、勤務先が
記載されていたケースが、数名あった。
会社等への就職と思われる記述 2 例

〔「池田屋呉服店」（昭和 3 年卒）、「土橋
鉄工場内」（昭和 4 年卒）〕、あるいは看
護婦になったと思われる2 例〔「諏訪赤
十字病院内」「日本赤十字社長野支部
内」（昭和 4 年卒）〕の記載があった。「田
沢駅官舎」「埼玉県浦和高等学校官舎」などは、おそらく配偶者がそこに勤めたものと思われるが、不明と
した。

長野女子専門学校入学者の出身高女については「長野県長野高等女学校における卒業生の進路」で示
した通りである 27）。同論文でも指摘したが、長野高女の場合、専攻科を発展的に解消して長野女子専門

【図表 12】大正 13-15 年本科卒　勤務先等

【図表 13】昭和 2-4 年本科卒　進学先
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学校を設けたという背景があった。
一方で、松本高女の場合、専攻科が
存続した。中等教員の資格を取得で
きるという意味では機能的に大きな
違いはなく、長野女子専門学校へ進
学する必要性が低かったものと考え
られる 28）。

（2）昭和 5年～昭和7年
【図表 14】【図表 15】は、昭和 5

年から 7 年の卒業生進路について集
計したものである。この間、長野県
女子専門学校への進学は 1 名となっ
ており、同県内にありながら専門学
校の進学先として選ばれていない。
依然として、東京府の専門学校が多
く、日本女子大学校がやはり最多で
あった。師範学校やその他教員養成
諸学校としては、これも先に示した
ものと同様、松本女子師範学校第二部への進学が 13 名と二
桁に上った。全体として最も多かったのは、松本高女専攻科
の 47 名で、92 名のうち、半数以上を占めていた。

勤務先と思われる記載としては、【図表 15】の通りである。小
学校教員が10名、その他、病院、無尽会社などの記載がみられた。

（3）昭和 11年
この後も、長野女子専門学校への進学は僅少であったもの

と思われる。昭和 11 年 7 月に発行された松本高女の『校友

【図表 14】昭和 5-7 年本科卒　進学先

【図表 15】昭和 5-7 年本科卒　勤務先等

【図表 16】昭和 10 年度本科卒業生の
上級学校入学者および就職者
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会報　第八号』（昭和 11 年 7 月）中「雑」に「本年の卒業生」が掲載されている。【図表 16】は同誌に
記載されている進路状況である。「昭和十年度本科卒業生の上級学校入学者及就職者の数左の通りです。」
29）として進学先や就職先が記されているが、長野女子専門学校進学者は見当たらない。進学の主流な
ものは依然として自校の専攻科、あるいは松本女子職業学校（市立、甲種実業学校、裁縫手芸染物織物、
本科 4 年、専攻科 1 年）であった。また、「尚、専攻科卒業生の就職希望者二十五名中小学校に奉職し
た者は十七名です。」との記述も見られた。

（4）昭和 3年卒業生の履歴
最後に、【図表 17】より、昭和 3 年卒業生を一例として、卒業後の履歴について検討する。昭和 3 年

【図表 17】昭和 3 年本科卒業生の履歴
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から同 7 年の『会員名簿』から、進路に関わる記載がみられたケースを抽出した。例えば№ 3 の卒業生
は、卒業後 3 年間を専攻科で過ごし、その後妻籠小学校に勤めた、というように捉えることができる。【図
表 17】から、小学校教員となった者の多くは師範学校第二部よりも自校専攻科を選んだことが分かる。
専攻科を経て小学校教員となった者は 12 名、女子師範学校第二部を経て小学校教員となったケースは
4 例のみであった。

おわりに

本稿で明らかになったことを整理する。
一点目は、進学者の多くを占めていたのは自校の補習科、あるいは専攻科であったということである。

【図表 1】【図表 2】に算入されていた「更ニ学校ニ入リタルモノ」には、これが多く含まれていること
が考えられる。

二点目は、その補習科、専攻科への進学は、本報告でみた昭和 7 年頃までに限り、時代を経るに従っ
て減少していったということである。昭和 7 年においては、9 割近くに進路の記載がみられなかった。
ただ、昭和 11 年には若干増加しているためこの後の動向を確認する必要がある。

三点目として、専門学校へ進んだ者は卒業者数の数％に過ぎなかったことが挙げられる。また、長野
県内の女子専門学校へ進学するよりも、東京府の専門学校を選択した。「長野県長野高等女学校におけ
る卒業生の進路」で明らかにしたように、長野県女子専門学校は長野高等女学校専攻科を発展的に解消
して設置されたという経緯がある。実質的に専攻科同様と考えたなら、あえて長野まで移動する必要は
なく、自校の専攻科を選択したものと考えられる。

四点目は、小学校教員となった者は、同じ市内にあった女子師範学校第二部よりも自校の専攻科を経
たケースが多かったことである。競争率の高かった師範学校よりも自校の専攻科を選んだ結果と考えら
れる。

五点目として指摘できるのは、長野高等女学校と同様、中等教員の資格を得ながら、多くは小学校教
員となったことである。
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